
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,954 諸収入 0 

計 2,672 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 2,672 0 

農業費

目 農業総務費

補正前額 27,593 

要求額 2,672 

総務部長段階査定額 2,672 

一般会計 【問合せ先】農政係 0857-30-8302 
 
【１０次総の施策体系】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
  ①農産物の加工技術の習得・向上により地域農業の振興を図ることを目的に、市内
各地に 農産物加工等施設を整備している。現在は、施設の効率的な運営管理と併せ、
「鳥取市公共施設再配置基本計画」に基づき、施設の地元移管等も進めている。 
 　②新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市の休業要請に応じた指定管理施設
においては、料金収入等が減少するものの、市民生活の維持・地域経済への影響を考
慮し、円滑な施設の維持管理の継続が求められている。

【事業の目的及び効果】 
　①劣化等による農産物加工等施設の修繕を行い、各施設の機能保全を図る。
　②市の要請により休業していた２施設について、料金収入等の減少により必要とな
る施設維持管理費相当分を支援することで、施設の管理維持体制の持続化と円滑な管
理を図る。　 
 
【補正の内容】 
　①備品等の不具合・故障が発生した２施設に対して緊急修繕等の対応を行う。
　・鳥取市神戸ふれあいセンター　水道量水器口径変更修繕一式：359千円
　・鳥取市佐治町農産物加工センター　圧力真空釜取替修繕一式：1,595千円　　 
　②休業要請により必要となった２施設の施設維持管理相当分を支援する。
　・鳥取市国府町転作促進集会研修施設
　　　　　(支出)67千円-(収入)59千円＝8千円
　・鳥取市青谷町特産物加工販売施設
　　　　　(支出)1,287千円-(収入)577千円＝710千円

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 718 0 

農００１ 項　　目　　名 農産物加工センター管理運営費

予算書項目 農産物加工センター管理運営費 ページ 31 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R2

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,252 諸収入 0 

計 1,252 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,252 0 

農業費

目 農業総務費

補正前額 11,878 

要求額 2,043 

総務部長段階査定額 1,252 

一般会計 【問合せ先】農政係 0857-30-8302 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　地域農業の振興により雇用創出や所得向上を図ることを目的に、市内各地に農作業
場や農機具保管庫等の共同利用施設を整備している。現在は、施設の効率的な運営管
理と併せ 「鳥取市公共施設再配置基本計画」に基づき、これらの施設の地元移管等を
進めている 。
 
【事業の目的及び効果】 
　経年劣化等による共同利用施設の修繕を行い、施設の機能保全を図るとともに、将
来的 に地元等への移管の円滑化につなげる。 

【補正の内容】 
　馬場地区水耕栽培施設の緊急修繕費：1,252千円
（施設窓ガラス、遮光・保温カーテン等破損 ）
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

農００２ 項　　目　　名 共同利用施設整備等事業費

予算書項目 共同利用施設整備等事業費 ページ 31 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R2



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 681 諸収入 0 

計 740 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 740 0 

林産業費

目 林業総務費

補正前額 62,201 

要求額 1,300 

総務部長段階査定額 740 

一般会計 【問合せ先】鳥獣対策係 0857-30-8303 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　野生鳥獣による農作物被害が増加傾向にある。また、有害鳥獣の駆除を委託してい
る狩猟免許所持者が高齢化により減少している。

【事業の目的及び効果】 
　イノシシ等の被害防止対策に必要な補助金を交付することにより、農林業者が安心
して生産活動を行える環境を構築し、本市農林業の振興を図る。特に、ここ数年サル
による農作物被害が、鳥取南地域等で急増しており、地域住民や市職員によるパト
ロールなどの追払いを行っているが、被害は減少していない。このため集落ぐるみで
の対策や体制づくりが求められている。 

【事業の内容】 
　集落ぐるみで行う対策及び体制整備の支援

【補正の内容】 
　①追払い用具（職員携帯用、貸出用）　　　　　　　　　一式　  　179,720円 
　②サルの檻管理（エサやり、見廻り）委託料　　10,000円×6月　 　 60,000円
  ③捕獲したサルを殺処分するための捕獲奨励金  50,000円×10頭　　500,000円
 

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 59 0 

農００３ 項　　目　　名 野生鳥獣被害防止事業費

予算書項目 野生鳥獣被害防止事業費 ページ 33 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R2

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 138 諸収入 0 

計 138 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 138 0 

林産業費

目 林業総務費

補正前額 642 

要求額 275 

総務部長段階査定額 138 

一般会計 【問合せ先】鳥獣対策係　0857-30-8303 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
 近年、果樹園や人家近くへの熊出没が頻発しており、住民の安全確保や果樹被害をく
い止めるための対策が求められている。

【事業の目的及び効果】 
　熊出没地域等への センサーカメラの導入により、正確な出没情報を把握・記録し、
適切な被害対策の実施に活用する。

【補正の内容】 
  ツキノワグマの出没を正確に把握するためのセンサーカメラの導入。 
　＠25,000円×5台×消費税＝137,500円
 

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

農００４ 項　　目　　名 クマ対策事業費

予算書項目 野生鳥獣被害防止事業費 ページ 33 所　　属　　名

農林水産部 
農政企画課年度 R2



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 63 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 63 0 

林産業費

目 林業総務費

補正前額 15,574 

要求額 63 

総務部長段階査定額 63 

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-30-8311　　　 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、市の休業要請に応じた指定管理施設に
おいては、料金収入等が減少するものの、市民生活の維持・地域経済への影響を考慮
し、円滑な施設の維持管理の継続が求められている。 

【事業の目的及び効果】 
　市の要請により休業していた安蔵森林公園について、料金収入等の減少により必要
となる施設維持管理相当分を支援することで、施設の管理維持体制の持続化と円滑な
管理を図る。

【補正の内容】 
　指定管理施設において休業要請に伴い必要となった施設維持管理相当分を支援す
る。
　
　(支出)3,135千円-(収入)3,072千円＝63千円
　
　※内訳
　　(収入)指定管理料 3,072千円
　　(支出)人件費 1,477千円・その他(委託料等)1,658千円

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 63 0 

農００５ 項　　目　　名 安蔵森林公園施設管理費

予算書項目 安蔵森林公園施設管理費 ページ 33 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 R2

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 151 諸収入 0 

計 151 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 151 0 

林産業費

目 林業総務費

補正前額 1,701 

要求額 168 

総務部長段階査定額 151 

一般会計 【問合せ先】林務係 0857-30-8311 

【１０次総の施策体系】2104 

【事業の経過及び背景】 
　三滝林間施設で行われた、消防法第17条の3の3に基づく消防設備等の定期点検によ
り、施設の防火設備の一部に不備があることが判明した。

【事業の目的及び効果】 
　三滝林間施設の消防用設備等点検において指摘された、誘導灯非常用バッテリー等
の取替と電路配線の修繕を行い、適切な施設管理に努める。 

【補正の内容】 
　・誘導灯非常用バッテリー等取替　　１ヵ所
　・電路配線処理　　　　　　　　　　１ヵ所

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

農００６ 項　　目　　名 三滝管理棟維持管理費

予算書項目 三滝管理棟維持管理費 ページ 33 所　　属　　名

農林水産部 
林務水産課年度 R2



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 1,398 諸収入 0 

計 1,398 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 1,398 0 

農業費

目 農地費

補正前額 32,548 

要求額 1,398 

総務部長段階査定額 1,398 

一般会計 【問合せ先】基盤整備係 0857-30-8317 
 
【１０次総の施策体系】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
　国内において食料を安定的に供給することが重要さを増す中、農業の基礎的な生産
基 盤である農地の適切な保全管理や、老朽化した農道、用排水路等の農業用施設全般
の整備 ・補修が求められている。 
 
【事業の目的及び効果】 
　農道を整備することにより、農産物や農業用資材等の運搬を効率的に行うことがで
き、また農業用水路等を整備することにより、必要な用水量を確保し、排水の能力を
高めることで農産物の生産性の向上を図る。農業用施設全般の適正な補修・修繕等を
もって、農業環境の整備を行う。 
 
【事業の内容】 
　単市事業（鳥取県しっかり守る農林基盤交付金事業） 
　・負担区分　　県５０％　市５０％ 
　・事業内容　　農道舗装、用排水路の補修・改良等 
 
【補正の内容】 
　鳥取県しっかり守る農林基盤交付金の返還金　 
　１，３９８千円（令和元年度分）
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

農００７ 項　　目　　名 農道舗装補修等事業費

予算書項目 農道舗装補修等事業費 ページ 33 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度 R2

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 35,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 35,000 0 

農業費

目 農地費

補正前額 7,000 

要求額 35,000 

総務部長段階査定額 35,000 

一般会計 【問合せ先】基盤整備係 0857-30-8317 
 
【１０次総の施策体系】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
　平成30年7月豪雨では、広島県を中心として32箇所のため池が決壊し、ため池の下流
に 大きな被害を与えた。このうち、防災重点ため池に選定されていたものは３箇所で
あり、国は、新たな防災重点ため池の基準を定めた。 
　ハード・ソフト両面からの災害に強い地域づくりを推進する必要がある。 
 
【事業の目的及び効果】 
　使われていない危険ため池を廃止し、地域の防災・減災対策を図る。 
 
【事業の内容】 
　・事業内容　ため池の廃止 
　・事業箇所　防災重点ため池のうち、廃止希望のあるため池７箇所 
　・負担区分　国１００％ 
 
【補正の内容】 
　・工事請負費　５，０００千円×７箇所　３５,０００千円
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 
　
 

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 35,000 0 

農００８ 項　　目　　名 危険ため池廃止事業費

予算書項目 危険ため池廃止事業費 ページ 33 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度 R2



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

地方債 600 0 

その他 600 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 4,000 その他 0 

行財政改革課処理欄

事業の概要　会計名

市長段階査定額 4,000 600 

農業費

目 農地費

補正前額 13,088 

要求額 4,000 

総務部長段階査定額 4,000 

一般会計 【問合せ先】基盤整備係 0857-30-8317 
 
【１０次総の施策体系】2104 
 
【事業の経過及び背景】 
　農業の基礎的な生産基盤である農地の適切な保全管理や、老朽化した農道、用排水
路等 の農業用施設全般の整備・補修が求められる。 
 
【事業の目的及び効果】 
　長寿命化・防災減災整備計画を作成し、長寿命化対策に資する農業用用排水施設等
の整 備を行うことで、効率的な農業運営・管理を実現する。 
 
【事業の内容】 
　・実施主体　鳥取市 
　・事業内容　農業水利施設の整備 
　・負担区分　国55％　県15％　市15％　地元15％（中山間地域） 
 
【補正の内容】 
　計画水路断面の変更に伴う用瀬町鷹狩地区水路改修工事請負費の増額
　・事業費　変更前　　６，６４８千円
　　　　　　変更後　１０，６４８千円

　※その他財源の負担金は、地元負担金。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　
 
　
 
　
 
　
 
　

款 農林水産業費

項

その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 補正額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,800 0 

農００９ 項　　目　　名 農業水利施設保全高度化事業費

予算書項目 農業水利施設保全高度化事業費 ページ 33 所　　属　　名

農林水産部 
農村整備課年度 R2


